
 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                      

 

 

令
和
7
年
度
総
会
は
国
保
連
合
会
の
守
田
常
務
理
事
様
よ
り
ご
祝
辞
を
賜

り
、
通
常
通
り
開
催
す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。
今
年
度
は
昨
年
度
総
会
時
に

要
望
が
あ
っ
た
当
会
の
会
計
報
告
に
つ
い
て
事
業
報
告
と
共
に
上
程
し
、
原

案
の
と
お
り
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
今
年
度
の
事
業
計
画
に
は
新
た
に

事
業
方
針
を
加
え
て
上
程
し
、
原
案
の
と
お
り
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
度

事
業
方
針
の
重
点
項
目
は
『
新
規
会
員
の
加
入
促
進
』』
で
す
。
今
後
、
理
事

会
等
で
協
議
し
ま
す
が
、
会
員
の
皆
様
方
か
ら
も
ご
意
見
い
た
だ
け
る
と
幸

い
で
す
。
総
会
後
、
保
健
事
業
課
大
下
事
業
第
一
係
長
様
か
ら
「
広
島
県
国

保
連
合
会
の
保
健
事
業
に
つ
い
て
」
情
報
提
供
い
た
だ
き
ま
し
た
。
当
会
へ

の
お
願
い
と
し
て
「
会
員
皆
様
や
家
族
の
健
康
を
大
切
に➡

地
域
活
動
を
通

じ
て
の
保
険
者
へ
の
支
援
」
の
お
話
に
地
域
で
の
活
動
推
進
に
力
を
い
た
だ

け
ま
し
た
。 

午
後
の
研
修
会
は
高
齢
社
会
を
よ
く
す
る
女
性
の
会
・
広
島
代
表
／
臨
床

社
会
学
者 

春
日 

キ
ス
ヨ
先
生
か
ら
「
超
長
寿
時
代
の
生
き
方
・
暮
ら
し

方―

親
世
代
・
子
世
代
に
求
め
ら
れ
る
力
と
覚
悟
」
に
つ
い
て
講
演
い
た
だ

き
ま
し
た
。
長
寿
期
の
在
宅
夫
婦
の
暮
ら
し
の
リ
ス
ク
等
家
族
と
の
関
り
に

つ
い
て
の
お
話
は
日
々
の
家
族
と
の
暮
ら
し
に
つ
い
て
見
直
し
す
る
き
っ
か

け
を
与
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。 

 

こ
こ
か
ら
は
広
島
市
東
区
牛
田
東
三
丁
目
集
会
所
で
行
わ
れ
て
い
る
「
い

き
い
き
サ
ロ
ン
さ
わ
や
か
」
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。
現
在
は
理
事
、
地

区
活
動
推
進
専
門
部
会
員
を
中
心
に
手
探
り
状
態
で
関
わ
ら
せ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
地
域
の
交
流
の
場
と
な
る
よ
う
運
営
者
の
皆
様
の
こ
ま
や
か
な

心
づ
か
い
（
各
テ
ー
ブ
ル
に
季
節
の
草
花
が
活
け
ら
れ
、
茶
菓
の
準
備
が
整

い
）
と
参
加
者
の
皆
様
へ
の
笑
顔
の
声
掛
け
に
私
た
ち
も
癒
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

私
た
ち
三
職
種
の
健
康
教
室
で
は
血
圧
の
話
、
お
口
の
話
、
熱
中
症
の
話
、

熱
中
症
予
防
の
食
事
や
水
分
の
話…

と
季
節
の
テ
ー
マ
の
お
話
に
歌
、
し
り

と
り
、
な
ぞ
な
ぞ
等
交
え
て
ほ
っ
こ
り
進
め
て
い
ま
す
。
専
門
職
数
名
で
の

関
り
は
参
加
者
の
皆
様
の
反
応
を
じ
っ
く
り
見
る
こ
と
が
で
き
、
個
別
の
支

援
に
適
切
に
応
じ
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
は
と
感
じ
て
い
ま
す
。
地
域
サ
ロ

ン
の
運
営
等
に
興
味
の
あ
る
方
は
ご
一
緒
に
三
職
種
で
の
交
流
を
深
め
て
み

ま
せ
ん
か
。
研
修
会
と
は
一
味
違
っ
た
学
び
が
あ
り
ま
す
。
多
く
の
皆
様
の

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

・・議議決決事事項項  

第 1 号議案  令和 6 年度事業報告の認定について 
  第 2 号議案  令和 7 年度事業計画の認定について 

主主  なな  事事  業業  開開 催催 時時 期期  内内 容容  

第 1 回研修会 令和7年 6月11日（水） 

講演「超長寿時代の生き方・暮らし方 
―親世代・子世代に求められる力と覚悟―」 

講師 高齢社会をよくする女性の会・広島 
代表/臨床社会学者 春日 キスヨ 氏 

第 1 回地区活動推進 
専門部会研修会 

令和7年10月1日(水) 
11月5日(水) 

令和8年 3月4日(水) 
東区いきいきサロンさわやかにおける実地研修 

第 2 回地区活動推進 
専門部会研修会 

令和7年10月22日(水) 

午前の部 
サロンにおけるレクリエーションや健康教育に 
関する事例報告等 

午後の部 
講演「フレイル予防について(仮)」 
講師 東京大学 高齢社会総合研究機構 機構長 

     未来ビジョン研究センター教授 
              飯島 勝矢 氏 

第 2 回研修会（福山市） 令和8年 2月頃 「調整中」 

 広島県の木「もみじ」 

令和 7 年度総会の報告 

広広島島県県在在宅宅保保健健福福祉祉活活動動者者のの会会  会会報報  
第第 3377 号号  

会会
長長
ああ
いい
ささ
つつ  

 
 

広広
島島
県県
在在
宅宅
保保
健健
福福
祉祉
活活
動動
者者
のの
会会  

会会  

長長  
  

村村
上上  

美美
惠惠
子子

令令和和77 年年（（22002255 年年））  
1100 月月発発行行  
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開
会
に
あ
た
り
、
本
会
の
村
上
美
惠
子
会
長
が

「
昨
年
度
は
当
会
発
足
20
周
年
を
迎
え
、
記
念
事

業
等
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
年
度
は

事
業
計
画
に
事
業
方
針
と
重
点
項
目
を
上
程
し
て

い
ま
す
。
こ
の
重
点
項
目
の
『
新
規
会
員
の
加
入
促

進
』
の
た
め
に
、
地
域
で
住
民
の
方
は
も
ち
ろ
ん
、

専
門
職
に
対
し
て
私
達
の
活
動
に
つ
い
て
情
報
発

信
を
す
る
こ
と
も
一
つ
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
新
規

会
員
の
加
入
促
進
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
、
こ
の

一
年
か
け
て
役
員
会
で
話
し
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
か

ら
も
ご
意
見
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。
」
と
あ

い
さ
つ
を
さ
れ
ま
し
た
。 

続
い
て
、
連
合
会
の
守
田
常
務
理
事
か
ら
「
現
役

世
代
が
減
少
す
る
中
で
、
高
齢
化
率
が
さ
ら
に
高
ま

っ
て
お
り
、
高
齢
者
自
身
に
よ
る
健
康
状
態
の
維

持
、
自
立
し
た
生
活
を
地
域
で
支
え
て
い
く
こ
と

が
、
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
こ
う

し
た
中
で
は
、
各
地
域
に
お
け
る
専
門
職
と
し
て
の

マ
ン
パ
ワ
ー
は
非
常
に
貴
重
な
存
在
で
あ
り
、
在
宅

保
健
福
祉
活
動
者
の
会
の
皆
様
方
の
さ
ら
な
る
活

躍
が
大
い
に
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま

す
。
」
と
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

総
会
で
は
令
和
6
年
度
事
業
報
告
、
令
和
7
年

度
事
業
計
画
に
つ
い
て
の
説
明
を
行
い
、
す
べ
て
原

案
通
り
に
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

 

そ
の
後
、
連
合
会
の
大
下
朋
広
保
健
事
業
課
事
業

第
一
係
長
か
ら
「
広
島
県
国
保
連
合
会
の
保
健
事
業

に
つ
い
て
」
情
報
提
供
が
あ
り
ま
し
た
。 

今年度の事業計画を承認 
～～地地域域のの保保健健福福祉祉活活動動のの充充実実をを目目指指ししてて～～ 

講講
師師 

高高
齢齢
社社
会会
をを
よよ
くく
すす
るる
女女
性性
のの
会会
・・
広広
島島  

  
  
  
  

代代
表表
／／
臨臨
床床
社社
会会
学学
者者  

春春
日日  

キキ
スス
ヨヨ
氏氏  

 
 

  

作
成
中 

講講
師師  

高高
齢齢
社社
会会
をを
よよ
くく
すす
るる
女女
性性
のの
会会
・・
広広
島島  

代代
表表
／／
臨臨
床床
社社
会会
学学
者者  

春春
日日
キキ
スス
ヨヨ  

氏氏  

春
日
氏
は
、
高
齢
者
の
長
寿
化
と
と
も
に
、
社
会
規

範
や
家
族
関
係
の
変
化
、
ケ
ア
の
担
い
手
不
足
に
つ
い

て
説
明
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
長
寿
化
に
よ
り
夫
婦
や

夫
婦
と
子
ど
も
の
家
庭
モ
デ
ル
も
変
化
し
、
一
人
暮
ら

し
だ
け
で
は
な
く
、
夫
婦
だ
け
で
在
宅
生
活
を
さ
れ
て

い
る
場
合
に
課
題
を
抱
え
て
い
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
こ
と

を
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
高
齢
者
自
身
も
、
必

要
な
ケ
ア
や
支
援
の
準
備
が
十
分
に
で
き
て
い
な
い
こ

と
に
よ
り
、
倒
れ
た
と
き
の
対
応
や
社
会
資
源
の
活
用

に
不
安
を
抱
く
ケ
ー
ス
が
多
く
な
っ
て
い
る
こ
と
を
説

明
さ
れ
ま
し
た
。 

そ
の
上
で
、
今
後
の
社
会
で
は
支
援
者
や
キ
ー
パ
ー

ソ
ン
の
役
割
の
重
要
性
が
増
す
こ
と
、
高
齢
者
自
身
や

家
族
の
た
め
に
備
え
る
こ
と
の
必
要
性
を
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
健
康
寿
命
を
延
ば
す
支
援
は
あ
り
ま
す

が
、
倒
れ
た
後
の
啓
発
を
担
う
部
署
が
ど
こ
に
も
な
い

こ
と
に
つ
い
て
指
摘
を
さ
れ
ま
し
た
。 

最
後
に
参
加
者
に
対
し
て
、「
長
生
き
す
る
と
い
う
こ

と
は
様
々
な
社
会
資
源
に
繋
い
で
く
れ
る
キ
ー
パ
ー
ソ

ン
が
必
要
に
な
る
」 

と
支
援
の
現
場
で
高 

齢
者
に
伝
え
て
い
っ 

て
ほ
し
い
と
締
め
く 

く
ら
れ
ま
し
た
。 

 

講講
演演  「「

超超
長長
寿寿
時時
代代
のの
生生
きき
方方
・・
暮暮
らら
しし
方方  

――

親親
世世
代代
・・
子子
世世
代代
にに
求求
めめ
らら
れれ
るる
力力
とと
覚覚
悟悟――

」」  

研研
修修
会会
にに
参参
加加
しし
てて  

広広
島島
市市
会会
員員  

安安
田田  

潤潤
子子  

超
高
齢
化
社
会
に
突
入
し
、
人
生
百
年
時
代
と
言
わ

れ
る
現
在
、
健
康
長
寿
を
目
指
し
、
日
々
「
健
康
づ
く

り
」
に
取
り
組
ん
で
い
る
高
齢
者
が
私
だ
け
で
は
な
く
、

ま
わ
り
に
は
多
数
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。 

 

長
寿
期
を
在
宅
で
暮
ら
す
多
く
の
高
齢
者
や
そ
の
家

族
・
支
援
者
へ
の
聞
き
取
り
か
ら
の
統
計
デ
ー
タ
を
基

に
浮
か
び
上
が
っ
た
「
超
高
齢
在
宅
暮
ら
し
」
の
困
難

な
現
状
や
家
族
と
介
護
の
問
題
を
知
り
、
厳
し
い
実
状

で
あ
る
と
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

ま
た
、
長
寿
化
が
進
み
、
夫
婦
元
気
で
安
心
と
思
い

き
や
ひ
と
り
暮
ら
し
よ
り
、
支
援
の
目
が
届
か
な
い
高

齢
夫
婦
二
人
暮
ら
し
に
様
々
な
リ
ス
ク
が
潜
ん
で
い
る

こ
と
に
着
目
さ
れ
ま
し
た
。 

八
十
五
歳
越
え
の
「
ヨ
ロ
ヨ
ロ
期
」
に
な
っ
て
か
ら

も
長
く
続
く
日
常
生
活
の
リ
ア
ル
な
生
活
実
態
に
決
し

て
他
人
事
で
は
な
い
と
考
え
、
安
心
し
て
暮
ら
す
た
め

の
知
識
を
備
え
た
い
と
思
い
ま
す
。
長
寿
期
に
は
寄
り

添
っ
て
く
れ
る
「
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
」
の
役
割
と
必
要
性

も
参
考
に
な
り
ま
し
た
。 

超
長
寿
時
代
の
生
き
方
・
暮
ら
し
方
に
つ
い
て
多
く

を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

超
長
寿
時
代
の
生
き
方
・暮
ら
し
方 

—

親
世
代
・子
世
代
に
求
め
ら
れ
る
力
と
覚
悟—

 

春春日日氏氏  

令和7年度広島県在宅保健福祉活動者の会 

総会・第１回研修会 

6 月 11 日（水） 
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会員調査の結果、127 人の会員から回答がありました。 

・会員は 70 歳代が最も多く、次いで 60歳代、80 歳以上となっています。平均年齢は 70.3 歳です。 

・年間の活動状況は、127 人中 103 人と、81.1％の会員が地域の保健活動に携わっています。 

・活動の内訳は、市町の事業が 44％と最も多く、次にボランティア活動が 35%となっています。 

・市町の事業では「訪問事業」、団体等事業では「サロン」が最も多いです。 

・ボランティア活動は「高齢者対象」が最も多く、小児対象の約 3 倍となっています。 

・内容が小児対象では「子育て支援」、高齢者対象では「サロン」、「介護予防」、「認知症予防」、一般

対象では、「食事指導」と「特定健診」に関わっている会員が多いです。 

                                              

 

 

 

 

 

                            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

広島県在宅保健福祉活動者の会会員調査結果 

広島市東区「いきいきサロンさわやか」活動報告 
令和 7年 4月 2日(水)、6 月 4日(水)、7 月 2 日(水)に広島市東区「いきいきサロンさわやか」へ専門職

を派遣し、健康教育を実施しました。派遣された 3 職種がそれぞれの専門性を発揮した講義やレクリエー

ションを実施することで、陽だまりの会の強みを活かした活動ができました。                                        

開開催催日日  テテーーママ  

4 月 2 日(水) 血圧について 

6 月 4 日(水) お口の健康について 

7 月 2 日(水) 脱水症予防，熱中症予防 

0
10
20
30
40
50
60
70

会会員員年年齢齢別別構構成成
（人）

（歳）

参加者の感想や派遣者の気づきなど 

・次回も参加したい、知人を誘ってみます等の声があった。 

・入れ歯について、話を聞くことがないので参考になった

という声があった。 

・楽しく参加されていた。 

・手作りした経口補水液を試飲したところ、飲みやすいと

いう感想があった。 

・講義の終了後に血圧測定や健康相談をされる方もいた。 

・身近なテーマであり、真剣に聞いていただけた。 

調調査査期期間間 令和 7 年 3 月 26 日～令和 7 年 4 月 30 日  調調査査方方法法 アンケート用紙配布 

調調査査人人数数 128 人  回回答答者者数数 127 人  回回答答率率 99.2％ 

市町の事業

44%
（1,187回）

ボランティア活動

35%
（585回）

団体等事業

21%
（850回）

年年間間活活動動実実施施回回数数

3

会報第 37 号　令和７年（2025 年）10 月



        

「「
ひひ
ろろ
しし
まま
ナナ
イイ
チチ
ンン
ゲゲ
ーー
ルル
賞賞
をを
受受
賞賞
しし
てて
」」  

福福
山山
市市  

保保
健健
師師  

西西
本本  

千千
惠惠
美美  

令
和
７
年
5
月
16
日
、
広
島
県
庁
に
お
い
て
、
ひ
ろ
し
ま
ナ 

イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。 

身
に
余
る
栄
誉
に
、
何
故
私
が…

と
自
問
自
答
し
ま
し
た
が
、 

広
島
県
国
保
連
合
会
、
在
宅
保
健
福
祉
活
動
者
の
会
の
推
薦
・
ご 

尽
力
を
賜
り
、
こ
の
様
な
栄
誉
あ
る
賞
を
受
け
る
事
に
感
謝
し
、 

受
賞
の
重
み
を
か
み
し
め
て
お
り
ま
す
。 

私
は
、
三
十
二
年
間
、
行
政
の
保
健
師
と
し
て
、
福
山
市
民
の
健
康
づ
く
り
に
携
わ
り
、
誰
も
が
「
生

き
活
き
と
し
た
生
活
」
が
送
れ
る
よ
う
、
保
健
・
福
祉
行
政
に
取
組
ん
で
参
り
ま
し
た
。 

退
職
後
「
在
宅
保
健
福
祉
活
動
者
の
会
」
へ
加
入
し
、
三
職
種
の
連
携
の
素
晴
ら
し
さ
に
触
れ
、
自
ら

の
活
動
が
更
に
拡
が
り
ま
し
た
。
同
時
に
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
生
か
し
、
地
域
へ
の
恩
返
し
の
気
持
ち

で
、
「
遊
び
の
サ
ロ
ン
」
で
の
子
育
て
支
援
、
音
楽
を
通
し
た
高
齢
者
の 

健
康
づ
く
り
、
ま
た
「
福
山
地
区
更
生
保
護
女
性
会
」
へ
所
属
し
、
犯 

罪
や
非
行
の
な
い
社
会
を
目
指
す
等
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
取
組
ん 

で
お
り
ま
す
。 

今
回
、
こ
れ
ら
の
活
動
を
評
価
し
て
い
た
だ
い
た
事
は
、
こ
の
上
な 

い
喜
び
で
あ
る
と
同
時
に
、
共
に
活
動
し
て
き
た
仲
間
へ
の
栄
誉
と
感 

謝
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
今
後
も
、
こ
の
受
賞
を
励
み
に
、
モ
ッ
ト
ー
で 

あ
る
「
笑
顔
で
楽
し
く
」
を
胸
に
刻
み
な
が
ら
、
一
層
の
研
鑽
を
重
ね 

精
進
し
て
参
り
ま
す
。
今
後
と
も
ご
指
導
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
宜 

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こ
の
度
、
第
30
回
ひ
ろ
し
ま
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
賞
を
、
本
会
の
会
員
で
保
健
師
の
西
本
千
惠
美

さ
ん
が
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
の
功
績
が
認
め
ら
れ
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
西
本
さ
ん
は
、
長
年
行
政

保
健
師
と
し
て
母
子
保
健
の
推
進
や
住
民
の
健
康
増
進
に
取
り
組
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
退
職
後
は
、

平
成
28
年
6
月
か
ら
令
和
6
年
6
月
ま
で
本
会
の
理
事
を
務
め
ら
れ
積
極
的
に
活
動
さ
れ
て
き

ま
し
た
。
一
方
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
し
て
地
域
の
子
育
て
支
援
や
看
護
師
育
成
へ
の
協
力
、

福
山
地
区
更
生
保
護
女
性
会
へ
加
入
し
防
犯
啓
発
に
も
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
幅

広
い
活
躍
が
認
め
ら
れ
、
今
回
広
島
県
知
事
よ
り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。 

ひろしまナイチンゲール賞受賞おめでとうございます！ 

 
広島県国民健康保険団体連合会 

総務部 保健事業課 

〒730-8503 

広島市中区東白島町 19-49 国保会館 

TEL：082-554-0772  

FAX：082-511-9121 

E ﾒｰﾙ：jigyou@hiroshima-kokuho.jp 

HP：http://www.hiroshima-kokuhoren.or.jp 

 

 広島県在宅保健福祉活動の会「陽だまりの会」では、随時、会員を

募集しています。 

 広島県内にお住いの常勤で勤務されていない在宅専門職（看護職・

栄養士職・歯科衛生士）の方で、研修会で知識などを深めたい方、地

域活動をしたいとお考えの方は、事務局まで御連絡ください。 

西西本本ささんんはは受受賞賞者者代代表表ととししてて謝謝辞辞をを述述べべ
らられれままししたた  

広島県国民健康保険 
イメージキャラクター 
「コッピー」 

お 知 ら せ

退会を申し出られたにも関わらず本誌が届いた方は、御面倒をおかけ

しますが、事務局まで御連絡ください。 
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